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◎議長（皆川 高司君） 

皆さま、おはようございます。定刻の時間となりました。ただ今、出席議員は、１９名中    

名で 17 名であります。よって、本会議は成立いたしました。ただ今より、平成３０年第２

回田川地区斎場組合議会定例会を開会いたします。なお、本日の会議に欠席届のあった議員

は、道廣幸議員の１名であります。では、議事に移ります。日程第１「会期の決定」を議題

とします。お諮りします。会期は、本日一日限りと致したいと思います。これに、ご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日一日限りと決しました。日程第２「会議録署

名議員の指名」を議題とします。会議録署名議員は、会議規則第 79 条の規定により、議長

において、指名いたします。会議録署名議員は、筒井澄雄議員、畠田勝廣議員を指名致しま

すので、よろしくお願いします。日程第３「諸般の報告」を議題とします。お手元に配布の

とおり、監査委員から「平成３０年１月から３０年５月までの経過月分の出納検査報告」の

提出がありましたので、ご了承願いたいと存じます。次に参ります。日程第４・認定第１号

「平成２９年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定について」を議題とします。決算内容

の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

二場管理者どうぞ。 

◎管理者（二場 公人君） 

皆さん、おはようございます。本日は、朝早くからお集まりいただきまして、誠にありが

とうございます。それでは、さっそくではございますが、議事日程に従い、日程第４・認定

第１号「平成２９年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定について」ご説明申し上げます。 

 まず、平成２９年度の斎場組合運営実績と、その成果について、ご報告いたします。２９

年度における組合の主要業務である火葬施設の運営状況は、利用件数２，０６３件と前年度

件数を若干ではありますが上回るもので、全国平均の１千人当りの死亡率が１０．４パーミ

ルに対し、田川地区においては１５．８パーミルと、依然、死亡率の高い傾向にあります。 

このため、火葬施設の現況も、築２０年を経過する火葬炉全６基をフル活動する日々にあ

り、年次計画のもと、小規模の補修など維持管理を進めながら業務を遂行しております。 

また、建物も平成９年度の大規模改修工事から既に２０年を経過し、屋上防水シートの劣

化による雨漏りや空調設備の老朽化など、中規模の改修時期に至っており、対応したメンテ

ナンスが必要となっております。このことから、今後の留意すべき事項として、施設の維持

管理に要する投資的経費の増額が見込まれることから、市町村への変動的な増額負担とな

ることを避けるために、計画的なものと、健全財政に注視した組合運営を進めて行くことが

必要であると思っています。それでは、本決算書２ページの２９年度歳入歳出決算について、
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概略をご説明します。まず、歳入全体では、予算現額１億６，５３２万５千円に対し、収入

額は１億６，９５８万９，１８７円で、差引き４２６万４，１８７円の増収となっておりま

す。その増収の要因ですが、斎場使用料等を受け入れる２款・使用料及び手数料で予算現額

４，８２５万５千円に対し、収入合計５，２５３万７，８００円を収入、差引き４２８万２，

８００円の増収となったことによるものであります。一方、組合運営費や斎場施設管理費に

要した下段の歳出決算について、ご説明申し上げます。歳出全体では、予算現額１億６，５

３２万５千円に対し、歳出額は１億６，０５３万３，７９３円となり、差引き４７９万１，

２０７円の不用額を生じております。よって、２９年度決算による差引収支額では、９０５

万５，３９４円の黒字決算となっております。以上が、平成２９年度田川地区斎場組合歳入

歳出決算の概要でございます。以降、歳入歳出の事項別明細につきましては、事務局が補足

説明いたしますので、よろしく、ご審議のうえ、ご承認を下さいますようお願い申し上げま

す。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

松本主任、どうぞ。 

◎事務局主任（松本 茂紀君） 

平成２９年度田川地区斎場組合決算の詳細につきまして、事項別明細書により、ご説

明させて頂きます。細部に渡って説明となりますので、多少のお時間を頂きますが、よ

ろしくお願い致します。まず３頁をお開き願いたいと存じます。はじめに、歳入決算で

ございます。説明は、節に沿って、備考欄の細節によりご説明致します。１款１項１目

１節の斎場組合負担金では、既定額９，１７７万５千円に対し、収入済額は、既定額ど

おり市町村からの負担金９，１７７万５千円を全額収入致しております。次の２款の使

用料及び手数料でございますが、うち、１項１目１節の斎場使用料では、既定額４，７

８３万２千円に対し、収入済額は、５，１８９万２３００円で、差引４０６万３００円

の増収となっております。その利用状況でございますが、お手数ですが、資料８頁をお

開き願いたいと存じます。それでは資料８頁の３段目の右の表「斎場使用料収入調書」

で、ご説明いたしますと、平成２９年度の火葬件数では、大人、子供を合せ、２０６３

件、一日平均にして５．６件の利用があり、うち２２件が地区外利用となっております。

予定見込数を９７件上回っております。待合室利用数では、１８６７件で、死産児や身

寄りの少ない家族が待合室を利用せず、ロビーで待つため、火葬件数と１９６件の減少

の誤差を生じております。その他、再火葬を含む年間処理数４５２ｋｇの胎盤焼却や手

術による四肢切断の焼却１５件のほか、安置室使用数が２８件などとなっております。

なお、差引き４０６万３００円の増収要因でございますが、決算に影響しやすい地区外

料金や、胎盤焼却料金を当初予算で見込んでいなかったことによるものでございます。

それでは改めて、本表３頁の事項別明細書に戻らせて頂きます。３頁をお願いいたしま

す。次の１項２目１節の店舗使用料では、既定額４２万円に対し、収入済額は、６４万
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円となっております。その内訳は、月額２万５千円で賃貸する売店用の店舗賃借料３０

万円のほか、隣接する葬儀会館に、夜間２時間のみでございますが、通夜用の駐車場と

して１夜につき１万円で貸し付けており、その駐車場使用料となっております。なお、

差引き２２万円の増収要因は、駐車場使用料収入が、当初見込みを超えての利用があっ

たことによるものでございます。それでは次の２項１目１節の事務手数料です。既定額

３千円に対し、収入済額は５，５００円となっております。これは、１枚２５０円の火

葬証明書の発行手数料として、２２件分を収入したもので、本来、遺族に重要説明した

うえで、お返しする埋火葬許可書を紛失するため、厚労省の指導により火葬施設が代用

の証明書を発行することになっているものでございます。次の３款財産収入でございま

す。１項１目１節の利子及び配当金では、既定額２万３千円に対し、収入済額は２万４

７３円となっております。これは、財政調整基金や職員退職手当基金の運用利息を受入

れるもので、預金利率は、長期もので 0.04％、1年もので 0.025%でございます。また、

この収入減額になりました要因は積立金の中途解約によるものでございます。次の４款

１項１目の財政調整基金繰入金でございます。施設整備基金へ振替える為、１，５００

万円の財政調整基金を取崩して受入れております。次の５款１項１目１節の前年度繰越

金では、平成２８年度決算剰余金９９４万７８３５円を受入れております。最後の６款

１項１目１節の雑入では、既定額３２万５千円に対し、収入済額は、３０万８０７９円

となっております。収入の内訳は、売店業者が納付する電気料や事務局に従事する嘱託

職員の雇用保険納付金、公衆電話手数料などでございます。以上により歳入総計では、

既定額１億６，５３２万５千円に対し収入済額は、１億６，９５８万９１８７円となり、

差引き額４２６万４１８７円の増収を見ることが出来ております。それでは次に、歳出

決算の事項別明細の説明に移らせて頂きます。資料４頁をお開き願いたいと存じます。

説明は、節に沿って、備考欄の細節により、ご説明致します。はじめに、１款１項１目

の議会費総計です。既定額８２万３千円に対し、支出済額７０万９千８円で、不用額１

１万３，９９２円となっております。細節です。まず、１節の報酬では、６３万４２０

８円を執行。組合議員１９名に対する年額報酬を支払っております。次の９節の旅費で

は、６万４８００円を執行。同じく、組合議員の議会出席に対する費用弁償、延べ３６

回分を支払っております。次の１０節の議会交際費では、組合関係者への慶弔に１万円

執行。次に、２款の総務費でございます。既定額１億６４４９万１千円に対し、支出済

額は、１億５９８２万４７８５円、不用額は、４６６万６２１５円となっております。

細節です。まず、１節の報酬では、１２万３７５円を執行。正副管理者３名に対する年

額報酬を支払っております。次の２節の給料では、８４７万４９０４円を執行。一般職

員２名の給料分を支払っております。次の３節の職員手当では、４１１万１０３７円を

執行。同じく、一般職員２名の期末勤勉手当等、諸手当を支払っております。次の４節

の共済費では、３９１万７４５３円を執行。一般職員と嘱託職員に係る社会保険料等を

支払っております。次の５節の災害補償費では、今年度も職員の公務災害も無く、無事
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に公務が遂行されたため、執行額はございませんでした。次の７節では、７８７万７０

０６円を執行。事務局に従事する嘱託職員等３名の基本賃金のほか、時間外勤務手当を

支払っております。次の９節の旅費では、１２万１８６０円を執行。正副管理者３名に

対する費用弁償のほか、事務局職員の普通旅費や田川管内への日額旅費を支払っており

ます。次の１０節の管理者交際費では、組合関係者への慶弔に１万円執行。次の１１節

の需用費では、２千３７万５１８円を執行。執行内容は、施設運営に要する消耗品費や

火葬設備に要する消耗器材費のほか、会計伝票や案内パンフレットなどの印刷製本費、

利用者に配膳する湯茶用のお茶パックの購入費を支払っております。その他、斎場施設

で使用する電気、ガス、水道に要する光熱水費や、火葬炉で使用する白灯油の購入に要

する燃料費、建物附帯設備等の現状復旧に要する修繕料を支払っております。それでは

５頁をお開き願いたいと存じます。１２節の役務費では、７９万３５６２円を執行。電

話通信料や火災保険にあたる建物損害共済基金分担金や、消防設備機器の法定点検料な

どを支払っております。次の１３節の委託料では、５千８３万５７２０円を執行。主に

斎場施設に係る保守管理委託料が占めております。詳細は、斎場主要業務である火葬、

清掃接待業務に要する委託料や、夜間の防犯、防災を目的とする警備委託料、合併処理

槽の維持管理料、高圧電気保安管理委託料、火葬収骨後の焼骨灰の処理業務委託料、火

葬炉設備定期点検業務委託料、斎場敷地内の庭園管理整備料、空調設備保守管理料、電

気消費量のデマンドサポート管理料、職員の健康診断委託料などの通常の１０業務のほ

か、本年度はケヤキ剪定業務委託料、公会計財務書類作成業務など、単費２業務の外部

委託料を支払っております。次の１４節の使用料及び賃借料では２４０万５０６７円を

執行。主に、各種機器の継続契約によるリース料が占めております。詳細は、平成１１

年度から導入し、１９年目となる２４時間運用の斎場予約案内システムリース料や、待

合室に設置するテレビの放送受信料、消費電力の節電用デマンドコントロールシステム

機器リース料、複合器機リース料、ＡＥＤリース料、安置室用の棺冷蔵装置リース料の

ほか、組合議会の会場借上料を支払っております。次の１５節の工事請負費では、８０

７万５８０８円を執行。執行内容は火葬棟収骨室エアコン取替工事、テラス設備工事、

自立誘導看板設置工事、火葬場屋上防水補修工事、火葬棟西側壁シーリング工事、雨漏

り補修工事、告別ホール空調機取替、火葬炉セラミック補修工事、火葬炉台車補修工事

です。次の１８節の備品購入費では、２６万４３８４円を執行。起動不良となった事務

用デスクパソコン３台を購入したものでございます。次の１９節の負担金補助及び交付

金では８万３６１８円を執行。詳細は、職員の福利厚生を目的とする市町村職員福祉協

会や社会保険協会、公平委員会、労働基準協会の各種団体への会費や、市町村職員研修

委託料、安全衛生推進者養成委託料を支払っております。次の２５節の積立金では５２

３０万６４７３円を執行。内訳は、職員退職手当基金での運用利息と、新規積立金を合

わせた２２９万８９８８円と、同じく、財政調整基金での運用利息と、新規積立金を合

わせた５００万３６３５円を、ここで払い出して各基金に積み立ております。また、施
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設整備基金に４５００万円を新規に積立てています。次に２款２項１目の監査委員費で

は、５万７千円を執行。詳細でございますが、１節の報酬では、監査委員２名への日額

報酬として、４万６２００円を。次の９節の旅費では、１回、１８００円の監査等に出

席した費用弁償として、１万８００円を支払っております。以上が総務費の執行内容で

ございます。続いて、６頁をお開き願いたいと存じます。それでははじめに、３款１項

の公債費では、２目の利子において、一時借入金を見込んだ借入利息１万円に対し、本

年度は一時借入もなく、執行できたことにより、既定額１万円が不用となっております。

最後に、４款予備費では、２款総務費へ１３０万円を予算充当致しました。以上のこと

により、歳出総計では、既定額１億６５３２万５,０００円に対し、支出済額は、１億

６０５３万３７９３円で、不用額は、４７９万１２０７円となっております。不用額の

主な理由と致しましては、４節の共済費では当初、社会保険料を嘱託職員４名にて予算

計上していましたが、嘱託職員が３名となった為４０万４,６４７円が、７節の賃金で

は時間外手当の減により７２万３，９９４円が、１３節の委託料ではスポット空調管理

業務を延期した為、２３１万３，２８０円がその理由でございます。次に、７頁に移り

ます。実質収支に関する調書でございます。まず、１）の歳入総計では１億６９５８万

９，１８７円、２）の歳出総額では、１億６０５３万３７９３円となり、３）の差引き

額では ９０５万５３９４円となっており、４）の翌年度へ繰り越すべき財源は、いず

れもございません。５）の実質収支額は、９０５万５３９４円となっております。次に、

財産に関する調書でございます。まず、１）公有財産のうち、土地及び建物では、まず、

土地の地籍面積では前年度と変わりなく１万３２９７・４１㎡で、次の建物では、延べ

床面積も前年度と変わりなく、１９３７・２９㎡となっております。以降、（２）の山

林から（７）の出資による権利までの財産取得はありませんでした。次の、２）の物品

では、本年度中の増加が３台あり、備品総台数では２９６台となっております。次の、

３）の債権の取得はございませんでした。最後の４）の基金でございます。まず、（１）

財政調整基金では、２９年度中増高はマイナス９９９万６３６５円となり、年度末残高

は１４０１万５８４２円となっております。次の（２）職員退職手当基金では、２９年

度中増高は２２９万８８９６円となり、年度末残高は２４１３万５９７１円となってお

ります。（３）の施設整備基金では、２９年度中増高は、４，５００万３,８５０円で、

年度末残高は６，０００万３,８５０円となっております。以降、８頁から１１頁には、

決算に関する資料を添付いたしておりますので、ご参照を願いたいと存じます。以上、

事務局からの詳細説明を終わらせて頂きます。 

◎議長（皆川 高司君） 

ここで、監査委員から決算審査の結果報告を受けたいと思います。 

                 （「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

宗吉監査委員、どうぞ。 
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◎監査委員（宗吉 幸生君） 

おはようございます。監査委員の宗吉でございます。去る 8 月 27 日に、管理者から審査

に付された「平成２９年度田川地区斎場組合歳入歳出決算」について、審査を行いました。 

審査の方法は、決算書・付属書類が関係法令に準拠して作成されているか、決算計数は正

確か、また予算の執行は計画的かつ効率的に行われているかなど、会計帳簿と照合点検を行

うと共に、関係職員の説明を聴取し、審査を致しました。審査結果について、ご報告申し上

げます。審査の結果は、歳入歳出決算書、その他関係書類は、地方自治法施行規則で定めら

れた様式で作成され、その計数は歳入歳出簿及びその他関係帳簿等と照合の結果、正確であ

り、予算執行についても関係法令に基づき、適正に処理されているものと認めました。予算

執行の状況でありますが、歳入決算総額では収入率１０２．５８％、歳出決算総額では予算

執行率９７．１０％となっており、予算に沿った執行になっております。次に、基金のうち、

施設整備基金について申し上げますと、今年度新たに３，０００万円と、前年度に財政調整

基金に積立てられていた、１，５００万円を予算措置により当該基金に積立替が行われてお

り、現在高は約６，０００万円となっております。最後になりますが、「群市民の視線に立

ち、住民感覚に沿った運営、心温かい対応」を第一義に心がけて、職務遂行を務めていただ

きますようお願いします。なお詳細につきましては、お手元に配布いたしております「決算

審査意見書」により、ご承知を頂、審査結果の報告を終わらせて頂きます。 

◎議長（皆川 高司君） 

ただ今、決算内容の説明が終わりました。これより、質疑に移ります。質疑は、ございませ

んか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

櫻井議員。 

◎議員（櫻井 英夫君） 

総務費の委託料の中で、公会計に関する財務諸表の作成についての外部委託がありますけ

れど、市町村に先駆けて、斎場組合はいち早く、企業会計の財務諸表を整理されて、そし

てまた経年比較もされている。非常に細かいところも対応しているなと認識をしたところ

です。そこで大事なのは、この数値をしっかりと読解できるかどうかというところです。

今回は外注にしておりますけれど、やはりゆくゆくはやはり自前のところでこういう財務

諸表ができるように、システムを構築していけたら、組合独自でこの財務諸表が完成でき

るようにして頂きたいと思いますけれど、そういった財務知識に関する研修の機会がござ

いますか。二点目は、施設運営にあたって、利用者の方から苦情とか要望とかはございま

せんか。この二点です。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

事務局どうぞ。 
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◎事務局主任（松本 茂紀君） 

先ほどご質問いただきました、公会計の件ですが、年に１回職員研修所で研修があってお

りますので、年に１回出席しております。苦情等に関しましては、今のところ何もござい

ません。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

はい、どうぞ。 

◎議員（櫻井 英夫君） 

引き続き、財務に関する知識の習得に努めて、委託に頼らないで、組合自体で財務諸表が

作れて、そして数値について読解が可能になるような体制にして頂きたいと思いますが、

いかがですか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

はい、どうぞ。 

◎事務局主任（松本 茂紀君） 

外部委託に頼らないように、今後も頑張っていきます。 

◎議長（皆川 高司君） 

他に質疑はございませんか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

柿田議員。 

◎議員（柿田 孝子君） 

先ほど、決算書の説明をして頂きました。その中で、３頁の一番下の段なのですが、４款

予備費では、緊急を要した２款総務費へ予算額の全額を充当しております、と書いてあり

ます。予備費というものは、緊急の時に使用するものでありますが、どういった緊急を要

して予備費を充当されたのか、まずお尋ねしたいと思います。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

はい、事務局長どうぞ。 

◎事務局長（松﨑 紀公君） 

只今のご質問でございますが、予備費の充当に関しましては、突発的に故障した空調設備

の補修・復旧工事に充当するために、１３０万円を充てさせていただいたものでございま

す。緊急性の場合、予備費から充当し、その次に目内の流用となっており、まずは予備費

の充当から始めるということになりますので、今回の空調設備が突発的な故障になりまし

たので、そちらからの処理をさせて頂きました。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 



9 

 

◎議長（皆川 高司君） 

はい、柿田議員。 

◎議員（柿田 孝子君） 

突発的な空調整備という事なのですが、どこをみたらそういう風になっていたのか、そ

の辺がちょっと分からなかったので、お尋ねしたところであります。１３０万円充当され

て、最後には４６６万円が不要になっている、という見方をするのかと思うのですが、こ

の１３０万円は、充当しなくても良かったのではないかと、私は思ったのですが。私の見

方もどうなのかと思って、お尋ねするところであります。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

はい、松本主任。 

◎事務局主任（松本 茂紀君） 

充当された説明ですけれど、５頁をお開き願いたいと存じます。５頁の、１５節の工事

請負費の上から７番目、告別ホール空調取替に、充当したお金を使用しております。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

はい、どうぞ。 

◎事務局長（松﨑 紀公君） 

剰余金が大変余っているという事なので、予算があったのではということですが、これ

は最終的な見込みで９００万円弱の剰余金が出た訳ですが、その当時は、お金がまるっき

り無かったものですから、予備費から充当してする方法しかなかったということでござい

ます。 

◎議長（皆川 高司君） 

ほかにございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

質疑がないようですので、討論に移ります。討論はございませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

討論を終結します。これより採決をいたします。本決算は、原案のとおり認定することに、

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

ご異議なしと認めます。よって「平成２９年度田川地区斎場組合歳入歳出決算」は、原案

のとおり、認定することに決しました。次に参ります。日程第５・議案第３「平成３０年度

田川地区斎場組合一般会計補正予算（第 1 号）」を議題とします。補正内容の説明を求めま
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す。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

管理者どうぞ。 

◎管理者（二場 公人君） 

日程第５・議案第３号「平成３０年度田川地区斎場組合一般会計補正予算（第１号）」

について、ご説明申し上げます。今回の補正は、２９年度決算剰余金の予算受入れによる

計数整理が目的であります。既定額１億６，４３２万５千円に対し、歳入歳出予算、それ

ぞれに、９０５万５千円を追加し、予算現額を１億７，３３８万円にするものでありま

す。事項別明細につきましては、引き続き、事務局から説明させますまで、ご審議のほ

ど、よろしくお願い申し上げます。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

松﨑事務局長、どうぞ。 

◎事務局長（松﨑 紀行君） 

事務局からは、補正予算の概要について、資料３頁の事項別明細書からご説明させて頂き

ます。今回の補正目的は管理者説明のとおり、平成２９年度決算剰余金を受け入れるための

計数整理が目的でございます。予算総額にして、歳入歳出それぞれ、既定額の１億６，４３

２万５千円に対し、９０５万５千円を追加補正し、予算現額を１億７，３３８万円にするも

のでございます。次の４頁をお開き願いたいと存じます。今回の歳入予算での補正科目は、

５款・繰越金において、２９年度決算剰余金を受入れるため、既定額１千円に対し、９０５

万５千円を追加補正、予算現額を９０５万６千円にするものでございます。次の５頁をお開

き願いたいと存じます。歳出予算の補正科目でございます。２款・総務費のうち、１目の一

般管理費において、既定額１億６，３２６万６千円に対し、９０５万５千円を追加補正し、

予算現額を１億７，２３２万１千円に増額するものでございます。細節では、まず、１１節

の需用費において、火葬用燃料である白灯油価格が高止まりによる上昇傾向にあり、現時点

で１８６万円の予算不足が見込まれることや、修繕料では附帯設備の故障復旧に要した不

足額２５万円を合わせた２１１万円を追加補正するものでございます。１５節の工事請負

費では、雨漏りの原因となる枯葉の除去作業など、屋上の管理清掃業務に当たる火葬スタッ

フの安全作業の保全を図るため、屋上への乗降用階段を設置する費用１９４万４千円を追

加補正するものでございます。次に１９節の負担金補助交付金では、職員研修費負担金の不

足額１千円を追加補正致します。最後に２５節の積立金では、財政調整基金へ２９年度決算

剰余金の２分の１相当額の５００万円を、地財法に基づき、新規に積立てるものでございま

す。以上が今回の補正予算の概要でございます。よろしく、ご審議のほどお願い致します。 

◎議長（皆川 高司君） 

これより、質疑に移ります。質疑は、ございませんか。 
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（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

櫻井議員。 

◎議員（櫻井 英夫君） 

参考までにご質問いたします。今回工事請負費で階段の工事をするということで、設計委

託料がかかるかもしれませんけれど、この工事費の見積についてはどのように決定するの

かをお尋ねします。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

事務局どうぞ。 

◎事務局長（松﨑 紀公君） 

事務局には、技術専門職はいませんので、こういう工事に関しましては、入札に加えな

い業者、今回の場合は鉄鋼業者の方に見積依頼を致しております。その見積書を設計書に

振り替えるという形をとらせて頂いております。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

櫻井議員。 

◎議員（櫻井 英夫君） 

見積書を依頼したということでございますけれど、それは相見積か単見積か、どういう

ものなのか。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

事務局。 

◎事務局長（松﨑 紀公君） 

単独の一社だけでございます。これに基づきまして今度の入札は、金額が１３０万円を

超えておりますので、随意契約ではなく、指名競争入札の形をとらせて頂くことになりま

す。 

◎議長（皆川 高司君） 

ほかにございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

それでは討論に移ります。討論はございませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

討論を終結します。これより採決をいたします。本補正予算は、原案のとおり決すること

に、ご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

ご異議なしと認めます。よって、「平成３０年度田川地区斎場組合一般会計補正予算（第

1 号）」は、原案のとおり可決しました。日程第６・議案第４号「監査委員の選任について」

を議題とします。提案理由の説明を求めます。 

（「議長」と呼ぶ声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

二場管理者どうぞ。 

◎管理者（二場 公人君） 

日程第６・議案第４号「田川地区斎場組合監査委員の選任」について、ご説明申し上げま

す。監査委員の選任にあたっては、組合規約第１０条に定めるもので、今回選任する監査委

員は、議会議員の中から選任するもので、前任者である添田町選出の田中正議員の任期満了

により、空席となっていたものであります。よって、本組合の市町村別での役職配分等を考

慮し、添田町議会選出の畠田勝廣議員を新たに選任いたしたく、議会の同意を求めるもので

あります。よろしく、ご賛同、賜りますようお願い申し上げます。 

◎議長（皆川 高司君） 

これより、採決に移ります。本案は、原案のとおり、添田町の畠田勝廣議員を選任同意す

ることに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」声あり） 

◎議長（皆川 高司君） 

ご異議なしと認めます。よって、原案のとおり可決同意しました。次に参ります。以上で、

本日の会議に付された案件は、すべて、終了しました。これをもちまして、平成３０年第２

回田川地区斎場組合議会定例会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


